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論文内容の要旨













Hypothetical Model Inference System)の開発によってその解を与えている。これは，不安
定な応答(ケアレスミスなどによる)から学生モデルを推論する問題の形式化になっている。さらに，学
生モデルの表現能力の高度化のために新たに学生モデル記述言語 S MD L (Student Model D esc rｭ
i pt i on L anguage) を定義し，それによって記述される学生モデ‘ルの帰納推論システム (SMlS:
Student Model Inference System) を開発した。 SMDL は， 真理値として代真ぺ"偽"
“未知" , t( (学生の理解を)予測不能"という 4 つの真理値を扱うことができることを特長としているo
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本論文は，計算機による教育支援 (CAI : Computer Assisted Instruction) について，知識








一階述語論理の範囲において，事実と真理値の 2 字組の集合(これをオラクル (orac 1 e) と定義して
いる)から，それらを正しく導出するモデル(一階述語論理のホーン節の集合で表現している)を帰納













および知的 CAI システム構築のための基盤技術に関して多くの知見を得ており，情報工学，特に知的 C
AI の分野に寄与するところが大きい。
よって本論文は.博士論文として価値あるものと認める。
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